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□為替レートは、１ドル：121.7円、１ユーロ：133.8円、１元：19.4円です。前年同期に比べて、ド
ルと元が円安、ユーロは円高となりました。また、豪ドル・ランド・ルーブルは円に対して前年同
期比で下落しております。

□2015年度第3四半期累計の連結売上高は、前年同期比▲4.6％減収の1兆3,705億円、営
業利益は▲15.0％減益の1,546億円となりました。営業利益率は▲1.4ポイント減の11.3％
となりました。

□純利益は▲11.0％減益の1,037億円です。



□建設機械・車両の売上高は、前年同期比▲5.1％減収の1兆2,196億円となりました。主に北
米において一般建機の需要を着実に取り込みましたが、鉱山機械の需要低迷に伴う販売減
少や中国をはじめとする新興国における需要・販売の減少が影響しました。

□建設機械・車両のセグメント利益は▲20.3％減益の1,369億円です。

□産業機械他は、売上高は、前年同期比▲0.9％減収の1,544億円、セグメント利益は、+2.9％
増益の119億円となりました。
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□建設機械・車両の売上高は、前年同期比▲5.2％減収の1兆2,176億円となりました。

□北米・中近東で伸長したものの、中国・中南米・アフリカ等戦略市場での売上減少が響き、前
年同期比で減収となりました。その結果、構成比では、伝統市場の比率が増加し、51％となり
ました。



□売上高は▲660億円の減収です。為替の円安効果+434億円のプラス要因はあったものの、
中国・中南米・アフリカ等の戦略市場での需要減少による物量減が影響しました。

□セグメント利益についても、固定費の削減や円安等のプラス効果はありましたが、物量差と構
成差によるマイナスが大きく、前年同期比▲348億円の減益となりました。
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□産業機械他部門では、半導体業界の安定的な設備稼働に支えられてギガフォトンの売上げが

伸長したものの、鍛圧機械の販売が減少したことから、売上高は前年同期比▲0.9％減収の

1,544億円となりました。

□セグメント利益は119億円、セグメント利益率は前年同期比で微増の7.8％となりました。
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□リテールファイナンス子会社の総資産は、北米は好調ながら、中国・オセアニア等における新規

取組が減ったことにより、前年度末に比べ▲373億円減少し、6,442億円となりました。為替

の影響が▲57億円含まれており、実質は▲316億円の減少です。

□売上高は主に北米のオペレーティングリース資産の増加により増収となりましたが、利益は主に

中国の資産減に伴い減益となりました。
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□総資産は前年度末比で、▲1,280億円減少しました。為替の影響が▲347億円あり、これを除

けば、実質は▲933億円の減少です。

□棚卸資産は、前年度末比で▲362億円減少しています。為替の影響▲121億円を除くと

▲241億円の減少です。

□借入金・社債は▲591億円減少しましたが、為替の影響が▲69億円含まれています。現金・預

金とネットしたベースでは▲584億円の減少です。

□株主資本比率は同+3.4ポイント増の58.0％となりました。

□ネット・デット・エクイティ・レシオは0.27で、リテールファイナンス会社を除くと▲0.04とほぼゼロを

維持しております。

10



11



12

□2015年第3四半期の世界需要は、前年同期比▲12％減少の見込みです。

□欧州等一部堅調な地域はあるものの、中国をはじめとする戦略市場の需要減少が続い

ております。



□2015年第3四半期の日本の需要は、前年同期比▲14％減少しました。

□ 油圧ショベルは7トンクラスを中心に排ガス規制関連の反動減が続いています。
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□2015年第3四半期の北米の需要は、前年同期比で▲5％減少しました。

□住宅建設および道路などのインフラ分野向けの需要は堅調に推移していますが、鉱

山・エネルギー分野向けの需要は低調です。しかしながら、依然として、過去と比較

して高いレベルにあります。
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□2015年第3四半期の欧州の需要は、前年同期比+9％増加の見込みです。主に、北欧･

南欧･東欧の需要が伸長しています。
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□2015年第3四半期の中国の需要は、前年同期比で▲40％の減少です。

□現時点では、中国政府による金融緩和などの景気下支え策の効果はみえていません。
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□ 2015年第3四半期の東南アジアの需要は、前年同期比▲12％減少の見込みです。
タイでの需要が伸長した一方で、インドネシアやマレーシアで需要が大きく落ち込ん
でいます。
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□2015年第3四半期の鉱山機械の需要は、前年同期比▲20％減となった模様です。減少

幅は縮まったものの、引き続き、鉱物価格が低迷しており、需要全体の回復は2017年

度以降になると考えます。
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□2015年第3四半期の鉱山機械の売上高は、前年同期比▲12％減の1,137億円となりま

した。新興国通貨が下落したことにより為替影響はマイナスとなり、為替の影響を除

くと▲10％のマイナスとなりました。

□マイニングの本体売上高が大きく落ち込んだ一方で、部品売上高は好調で、為替によ

る影響を除いても前年同期比でプラスとなりました。



21

□ 2015年第3四半期(3ヶ月)の部品の売上高は、前年同期比＋1％の1,013億円、為替の

影響を除くと+2％となりました。

□一般建機の第3四半期(3ヶ月)部品売上高については、稼働時間が下がっている影響も

あり、対前年同期で為替影響を除くと▲9％となっています。

□鉱山機械は、新車販売は落ちているものの、部品売上高は伸長し、為替影響を除くと

+13％の伸びとなりました。

□第2四半期でご説明した売上高(3ヶ月)の為替差を除いた伸び率について訂正致します。

正しくは、第2四半期の部品全体：▲1％(第2四半期公表時点：▲3％)、一般建機：

▲7％(第2四半期公表時点：▲8％)、鉱山機械：+5％(第2四半期公表時点：+3％)と

なります。
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□鉱山機械新車の、受注と売上の指数の推移を示しております。

□グラフは、直近6ヶ月間の新車の受注額を、同じく6ヶ月間の売上高で割った指数の推移です。

□上段のコマツアメリカのダンプの状況ですが、指数は100％を超えるレベルになりました。

□中段のドイツで製造する超大型のH/Eの状況は、受注は横ばいながら、出荷が進み、指数は
75％です。

□下段の日本で製造するその他の鉱山機械の状況ですが、売上と受注がほぼ均衡しております。
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□産業機械の、受注と売上の指数の推移を示しています。グラフは、直近6ヶ月間の受注額を、同
じく6ヶ月間の売上高で割った指数の推移です。

□上段のコマツ産機の板金・鍛圧事業の受注の状況は、第3四半期で中・大型の鍛圧機械の受
注が低調で、指数は約80％超です。

□コマツNTCのワイヤーソー以外の受注と売上の指数は、自動車メーカ向け受注が引き続き弱く、
指数は90％超です。
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